編集後記 (泌尿器科紀要 第64巻第9号) by unknown
Title編集後記 (泌尿器科紀要 第64巻第9号)
Author(s)














する．Windows の場合は MS-Word・一太郎，また Macintosh の場合は EG-Word・MS-Word とし，特に
Macintosh においては MS-DOS テキストファイルに保存して提出すること．
6． 校正：校正は著者による責任校正とする．著者複数の場合は校正責任者を投稿時指定する．
7． 掲載：論文の掲載は採用順を原則とする．迅速掲載を希望するときは投稿時にその旨申し出ること．








5 掲載論文には JaLC DOI を付与する（2016年 7月号から開始）．
例) 10.14989/ActaUrolJap_[巻]_[号]_[開始ページ]
Web にてアクセスする場合には上記の DOI 前に http://dx.doi.org/ を加えて入力することで泌尿器科紀














泌尿器科紀要 第64巻 第 9号 2018年 9月25日 印刷 2018年 9月30日 発行
発行 小 川 修 顧問 吉 田 修 発行所 泌尿器科紀要刊行会
〒606-8392 京都市左京区聖護院山王町18 メタボ岡崎301号 電 話 (075) 752-0100
FAX (075) 752-0190
http://www.acta-urologica-jpn.jp/
印刷所 山代印刷株式会社 京都市上京区寺之内通小川西入 (定価 840円)
編 集 後 記
来年の新人泌尿器科医の勧誘が始まっている．多くの大学の先生達から，最近の初期研修医はなかなか志望診
療科や志望プログラムを決めてくれないという愚痴を聞いている．専門医制度がまだしっかり定まったものに
なっていないのが原因だろうか．私が大学を卒業した頃，医学生は今のように真剣に自分のキャリアパスを考え
ていなかったように思う．初期研修制度がなく，実際の医療の現場を体験したことが無かったからかもしれな
い．私自身も，外科医になりたかったことと吉田名誉編集長がラグビー部の顧問をされていたことくらいの理由
で泌尿器科を選んだように思う．昨年退職されたT教授は「あみだくじ」で泌尿器科に決めたと聞いている．
しかし，いままで一度も泌尿器科医になったことを後悔したことは無い．泌尿器科腫瘍の基礎研究に携わるこ
とができたし，当時は想像もできなかったロボット手術を経験することもできた．考えすぎるよりも，その場の
流れに身を任たり，いろいろな縁を大切にするほうが良い未来が開けるのではないかと思っている．
（小川 修）
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